








寄贈された石碑

「柳散る作の暮しの川沿いに」 中村汀女

この句は、昭和 42 年（1967 年）、俳人・中村汀女が津山文化センター落成記念講演に訪れた時の作品である。

汀女は明治 33 年（1900 年）、熊本県熊本市生まれ。高浜虚子に師事し「ホトトギス」同人。その後俳誌「風花」を

創刊主宰。身辺日常の事物から清新な素材を見出して非凡な才能を発揮し、昭和の女流俳人の第一人者として活躍し

た。昭和 55 年には文化功労者に選ばれた。昭和 63 年（1988 年）死去。娘の小川濤美子が「風花」を継承し、孫の小

川晴子が「今日の花」を主宰している。（看板より）

場所：吹屋町城見橋北詰 石碑寄贈：石隆石材店 看板寄贈：今日の花


